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（a）  子音は，カ行は「ca, qui, cu, que, co」，ガ行は「ga, gui, gu, gue, go」と表す。ハ行は「j」，ヤ行は
「i」，ザ行は「dz」で表す。
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（1）  Osigoto-nojoo-ua ikaga-desu-ka.（［オシゴトノホーワイカガデスカ］（お仕事の方はいかが








































調査の結果に基づくものである。調査方法については 5.で，調査結果については 6.と 7.で述べる。
3.1 母音の表記
　母音は，（2）のように表す。
（2）  a, i, u, e, o（［ア，イ，ウ，エ，オ］）
　ただし，母音［ウ］が無声子音に挟まれたり文末にあったりして無声化している場合は，「u」
を表記しない。たとえば無声化している［ス］は「su」ではなく，（3）のように「s」と表す。







（5）  ca, qui, cu, que, co（［カ，キ，ク，ケ，コ］）
（6）  ja, ji, ju, je, jo（［ハ，ヒ，フ，ヘ，ホ］）
（7）  ia, iu, io（［ヤ，ユ，ヨ］）
（8）  dza, dzi, dzu, dze, dzo（［ザ，ジ，ズ，ゼ，ゾ］）
　サ行の［シ］は，（9）のように表記する。ガ行の［ギ］と［ゲ］は，（10）のように表す。
（9）  si（［シ］）






























（19）  taqué（［タ (低 )ケ (高 )］（竹））
（20）  mátsugue（［マ (高 )ツ (低 )ゲ (低 )］（まつげ））
　高く発音されるモーラが複数ある場合には，すべての高いモーラの母音にアクセント符号を付
けて表す。たとえば（21）のように表記する。
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（22）  imóotóbun（［イ (低 )モ (高 )ー (高 )ト (高 )ブ (低 )ン (低 )］（妹分））
　また，最後から 2つ目のモーラだけが高いときには，アクセント符号を付けない。たとえば（23）
のように表記する。




を 1つのモーラとして数えないので，［テ］が最後から 2つ目のモーラになる。最後から 2つ目
のモーラだけが高いときには，アクセント符号を付けないので，「te」にはアクセント符号を付
けない。
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（30）  Cóeni dásite ion.de cudásái.（［コエニダシテヨンデクダサイ。］（声に出して読んでくださ
い。））








ア a イ i ウ u エ e オ o
カ ca キ qui ク cu ケ que コ co
サ sa シ si ス su セ se ソ so
タ ta チ chi ツ tsu テ te ト to
ナ na ニ ni ヌ nu ネ ne ノ no
ハ ja ヒ ji フ ju ヘ je ホ jo
マ ma ミ mi ム mu メ me モ mo
ヤ ia ユ iu ヨ io
ラ ra リ ri ル ru レ re ロ ro
ワ wa (ヲ ) (o)
ン n, m






ガ ga ギ gui グ gu ゲ gue ゴ go
ザ dza ジ dzi ズ dzu ゼ dze ゾ dzo
ダ da (ヂ ) (dzi) (ヅ ) (dzu) デ de ド do
バ ba ビ bi ブ bu ベ be ボ bo







キャ quia キュ quiu キョ quio
シャ sia シュ siu ショ sio
チャ cha チュ chu チョ cho
ニャ ña ニュ ñu ニョ ño
ヒャ jia ヒュ jiu ヒョ jio
ミャ mia ミュ miu ミョ mio
リャ lia リュ liu リョ lio
　拗音の濁音・半濁音は，表 4のようになる。
表 4　拗音（濁音・半濁音）の音声表記表
ギャ guia ギュ guiu ギョ guio
ジャ ya ジュ yu ジョ yo
ビャ bia ビュ biu ビョ bio
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表 5　外来語音（清音）の音声表記表
ウィ wi ウェ we ウォ wo
シェ sie
チェ che
ツァ tsa ツェ tse ツォ tso
ティ ti
トゥ tu
ファ fa フィ fi フェ fe フォ fo
　外来語音の濁音・半濁音は，表 6のようになる。
表 6　外来語音（濁音・半濁音）の音声表記表
(ヴァ ) (ba) (ヴィ ) (bi) (ヴ ) (bu) (ヴェ ) (be) (ヴォ ) (bo)
ジェ ye





































































































1 げ 10 にゃ 19 りゃ 28 チェ
2 ぺ 11 にゅ 20 りょ 29 ツァ
3 ぽ 12 にょ 21 ウェ 30 ツェ
4 む 13 ひゃ 22 フォ 31 ツォ
5 ぎゃ 14 ひゅ 23 ヴァ 32 ティ
6 ぎゅ 15 びゃ 24 ヴィ 33 トゥ
7 ぎょ 16 ぴゅ 25 ヴェ 34 ディ
8 じゃ 17 ぴょ 26 シェ 35 ドゥ
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　1つの単語について表記が違う単語というのは，たとえば（34）のようなものである。（34）
の a.と b.は，［ツ］をどう表記するかを決めるために用意した単語「こつ」の 2つの音声表記で
ある。［ツ］に対して a.では「tsu」という表記を使い，b.では「tcu」という表記を使っている。
（34）  a. cotsu（［コツ］（コツ））








　「リスト 1」は 10F1～ 10F7，10M1，10M2，20F1～ 20F3の協力者 12名に，「リスト 2」は
10F8～ 10F13，10M3，10M4，20F4，30Mの協力者 10名に読み上げてもらった。単語リストを
























が続く例文 1，例文 16，例文 21で「i」を表記した者は少なかった。（35）は無声化した［イ］
を表記した例，（36）は表記しなかった例である。
（35）  無声化した［イ］を表記する




































































     ［トピック］ ：topiku（10F1，10F7，10F12），topicu（10F4，20F2），tópicu（20F3），topik
（10F8），topic（10F5，10F9，10F10，10M1），topiki（10F6）
（47）  促音部分にスペースを入れて表記する
    ［トピック］ ：topi_k（10F3），topi_ku（10F11，10M3），tobi_ku（10M2）
（48）  促音部分の子音字を重ねて表記する
    ［トピック］ ：topicku（20F1），topick（20F4），topikku（10F13），topikk（10M4）
（49）  促音部分の子音字を重ねるとともにスペースを入れて表記する
    ［トピック］ ：topik_k（10F2）
（50）  促音部分にハイフンを入れて表記する














（52）  ［セケンバナシ］：se kém banassi（10F3），sekembanashi（10F4，20F1），sekembada si（10F12），














（54）  ［ヘッドライト］：jeddoraito（10F1），jedoraito（10F5，10F6，20F2，20F3），je dora y-to（10M2），
je do ra i to（10F11），hedo raido（10M1），hed dora i to（10F3），hedoraito（10F2，10F9，
10F12，10F13，20F1），heddora ito（10M4），hedora ito（10F7），hetoraito（10F4），hetora 
ito（10F10），gedora y to（10F8），ge dora y to（20F4），edora aito（10M3），hétdora íto（30M）
　このような結果から，外来語は和語・漢語と同じように表記するのがよいと考えられる。





（55）  ［マイニチ］：máinichi（10F3，20F3），máini chi（30M）
　スペイン語では，アクセントの位置は（56）のようになっている。
（56）  a.  母音または子音 nや sで終わる語は，後ろから 2番目の音節にアクセントが置かれる。
その音節が二重母音の場合は開母音を強く発音する。
   b.  n，s以外の子音で終わる語は最後の音節にアクセントがある。その音節が二重母音の
場合は開母音を強く発音する。
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（58）  a, i, u, e, o（［ア，イ，ウ，エ，オ］）（＝（2））
　［スアナ］（巣穴）の［ウア］のような母音連続については，（59）のように，母音の間にコン
マやハイフンを入れる表記も候補とした。
（59）  a. su,ana（［スアナ］（巣穴））




（60）  a. iu,agari（［ユアガリ］（湯上り））













（63）  a. asita（［アシタ］（明日））
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あり，b.は「u」で表す表記である。日本語母語話者による判定では，a.のほうが b.より容認度
がやや高かった。
（64）  a. janades（［ハナデス］（花です））






（65）  ca, qui, cu, que, co（［カ，キ，ク，ケ，コ］）











（69）  a. ia, iu, io（［ヤ，ユ，ヨ］）
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（70）  a. wa（［ワ］）




（71）  a. cabuquidza（［カブキザ］（歌舞伎座））
   b. cabuquidsa（［カブキザ］（歌舞伎座））
   c. cabuquizza（［カブキザ］（歌舞伎座））
   d. cabuquidia（［カブキザ］（歌舞伎座））
　これらの表記はどれも容認度が低かったが，「dz」を使う（72）の表記はかろうじて容認され
るものがあったため，他のものよりよいと判断された。




（73）  a. cotsu（［コツ］（コツ））








（74）  a. quigoo（［キゴウ］（記号））
   b. quigó（［キゴウ］（記号））













（75）  a. topiccu（［トピック］）
   b. topic cu（［トピック］）
   c. topic-cu（［トピック］）














（76）  a. amman（［アンマン］（あんまん））
   b. am man（［アンマン］（あんまん））
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   c. am-man（［アンマン］（あんまん））






（77）  a. renai（［レンアイ］（恋愛））
   b. ren ai（［レンアイ］（恋愛））
   c. ren-ai（［レンアイ］（恋愛））
   d. ren.ai（［レンアイ］（恋愛））
　その結果，（77）a.の「renai」（［レンアイ］）の容認度が非常に低かった以外は，（76）の a.か











（78）  a. taqué（［タ (低 )ケ (高 )］（竹））




　スペイン語では，アクセント符号がない場合，母音か nか sで終わる語は最後から 2つ目の音
節にアクセントが置かれる。たとえば（79）の a.は，スペイン語の表記として発音すると「ca」




（79）  a. cac.coo（［カ (高 )ッ (低 )コ (低 )ー (低 )］（カッコウ））







（80）  muquéecacuna（［ム (低 )ケ (高 )ー (低 )カ (低 )ク (低 )ナ (低 )］（無計画な））
（81)  oquinodócuni（［オ (低 )キ (低 )ノ (低 )ド (高 )ク (低 )ニ (低 )］（お気の毒に））
　しかし，1文節の中で 2モーラ以上が高い場合は，適切にアクセントが表記できない。スペイ




（82）  a. coócáchúu（［コ (低 )ー (高 )カ (高 )チュ (高 )ー (高 )］（降下中））
   b. coócachuu（［コ (低 )ー (高 )カ (高 )チュ (高 )ー (高 )］（降下中））
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（83）  a. coócáchúu（［コ (低 )ー (高 )カ (高 )チュ (高 )ー (高 )］（降下中））
   b. coócáchuú（［コ (低 )ー (高 )カ (高 )チュ (高 )ー (高 )］（降下中））













（84）  母音：母音［ア，イ，ウ，エ，オ］は，それぞれ「a, i, u, e, o」で表す。ただし，母音［ウ］
が無声化している場合は「u」を表記しないで，「caras」（［カラス］）のように表す。
（85）  子音：カ行は「ca, qui, cu, que, co」，ガ行は「ga, gui, gu, gue, go」と表す。［シ］は「si」と
表す。ハ行の子音は「j」，ヤ行の子音は「i」，ザ行の子音は「dz」で表す。それ以外の子
音は，ヘボン式ローマ字と同じである。







を付けて，「tacúmásíi」（［タ (低 )ク (高 )マ (高 )シ (高 )イ (低 )］）のように表す。ただし，
最後から 2つ目のモーラだけが高いときにはアクセント符号を付けないで，「tamago」（［タ
(低 )マ (高 )ゴ (低 )］）のように表す。
（90）  言語単位の境界：文節の境界にはスペースを入れる。文頭は大文字にし，文中の明らかな
ポーズにはカンマ「,」，文末にはピリオド「.」を付ける。ただし，文末が上昇音調の場合
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はヘボン式ローマ字が使われているが，長音（［ー］）は前のモーラの母音に応じて「a, i, u, e, o」
のどれかを使い，「koo」（［コー］）のように表記されている。
（91）  Koohii ni satoo o iremasu ka.（［コーヒーニサトーオイレマスカ。］（コーヒーに砂糖を入れ
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Japanese Phonetic Notation Using the Spanish Alphabet
NODA Hisashia　　　TAKASAWA Miyukib
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Abstract
In this study, the authors propose a Japanese phonetic notation system using the Spanish alphabet, 
since without knowledge of the Hepburn Romanization system, it is difficult for Spanish speakers 
to pronounce Romanized Japanese words. Two studies were conducted to examine: 1) how native 
Spanish speakers who were unfamiliar with Japanese, heard spoken Japanese and transcribed the 
words using the Spanish alphabet; and 2) how the same speakers read out each word transcribed 
with the phonetic notation derived from the first study, identifying the notation that was most 
likely to be read the way it sounded in Japanese.
  The main characteristics of the phonetic notation proposed here are detailed below.
(a)  The combination of consonants [k, g, h, z] and vowels [a, i, u, e, o] should be notated as “ca, 
qui, cu, que, co, ga, gui, gu, gue, go, ja, ji, ju, je, jo, dza, dzi, dzu, dze, dzo”, and that of [j] and [a, 
u, o], “ia, iu, io”, respectively.
(b)  Long vowels are to be notated with one of the following in accordance with the preceding 
mora vowels: “a, i, u, e, o”.
(c)  With moraic obstruents, the following consonant should be doubled, as in “chotto” (chotto, un 
momento).
(d)  With moraic nasals, a dot /. / should be inserted after the corresponding nasal, as in “tan.ca” 
(tanka, thirty-one syllabled verse).
(e)  As for word accent, high-pitched moras should be marked with an accent mark placed on 
their vowels, as in “taqué” (take, bamboo).
Key words:  Japanese phonetic notation, Japanese Romanization, Spanish alphabet, dictation, oral 
reading
